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「讃
仏
乗
」
と
い
う
言
葉
は
、
『法
華
経
』
・
「方
便
品
」
に
見
出
さ
れ
る
が
、
『白

氏
文
集
』
に
お
い
て
、

讃

仏

乗

り

人

々

-
イ
ンド仏教詩
人
と妙好
人-

と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
よ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

『和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
に

も
引
か
れ
、
蓮
如
上
人
に
よ
っ’て
も

『御
文
』
に

「讃
仏
乗
の
縁

・
転
法
輪
の
因
」
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四

と
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で

「讃
仏
乗
」
と
い
う
の
は
、
仏
陀
所
説
の
法

へ
の
讃
歎
と
法
に
よ
っ
て
照

し
出
さ
れ
た
罪
悪
の
自
身

へ
の
悲
歎
を
表
白
す
る
詩
や
歌
と
い
う
意
味
で
用
い
た
い

(
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と
思
う
。
そ
れ
は
讃
仏
歌
ま
た
は
讃
仏
文
学
と
も
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
‘あ
る
が
‘、

単
な
る
讃
仏
の
詩
や
歌
で
は
な
く
、
自
身

へ
の
悲
歎
を
必
ず
表
白
し
て
い
る
と
い
う
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讃
仏
乗
の
人
・々

0
、

『ダ
ン
て
『
ダ
』
系
の

「人
身
得
難
し
」
の
文

O
、

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
系
以
外
の
諸
経
典
に
お
け
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

(1
)
賢
喩
な
し
の

「人
身
得
難
し
」
の
文

一

一

　　　　　

咽

　　　　　　　　

i

　　　　

―

(2
)
盲
亀
浮
木
の
賢
愉
の
あ
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

(3
)
優
曇
花
の
回
愉
の
あ
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

　　

’
・

　

卜

、

(4
)’
盲
亀
浮
木
と
優
曇
花
の゙
二
つ
の
轡
喩
の
あ
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

お
わ
り
に

は

じ

め

に



と
述
べ
て
い
ら
れ
る
う
ち
の
、
『大
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
に
も

と
づ
く

「願
力
回

向
の
信
楽
」
、
「横
の
大
菩
提
心
」
と
い
う
意
味

で

の
信

心
で
あ
り
、
善
導
大
師
が

『観
経
疏
』
・
「散
善
義
」
の

「深
心
釈
」
で
、

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

点
で
、
『白
氏
文
集
』
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
る

「讃
仏
乗
」
が
も

っ
と
も
適
切
な
表

現
0
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
の
讃
仏
乗
0
詩
を
歌

っ
た
人
た
ち
は
、
仏
教
有
縁

の
地
に
は
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
国
、
日
本
、ヽ
そ
の
他
の
国
々
に
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
、
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー

タ

(M
a
trc
eta
j
と
シ
ャ
ー
ソ
テ
ゴ
ア
ー
ヴ
ア
IS
a
n
tid
ev
a
y

日
本
の
妙
好
人
、

浅
原
才
市
を
取
り
上
げ
て
、
「讃
仏
乗
の
人
々
」
と
し
て
見
て
み

た

い
。
そ
し
て
、

そ
の
詩
の
作
品
と
し
て
は
、

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の

『
一
百
五
十
讃

llS
a
ta
p
a
fic
k

(
6
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(
7
)

r
{r
}』、
シ
ャ
ー
ソ
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ア
の
『入
菩
提
行
IB
od
h
icary
av
atara』』、

浅
原
才
市
の

『妙
好
人
才
市
の
歌
』
0
と
o
と
を
依
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
読
ん
で
み
る
と
、
共
通
す
る
心
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は

「
信
心
」

と
い
う

こ
と
ば
で
言
い
表
し
た
い
心
で
あ

る
。

　

。

仏
教

一
般
に
お
け
る
信
心
の
基
本
的
了
解
で
は
、
「疑
を
は
な
れ
た
清
ら
か
な
心
。

仏
法
僧
の
三
宝
及
び
因
果
の
理
を
信
ず
る
こ
と
で
、
仏
道
に
入
る
第

一
歩
と
大
兄
。」

と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う

が
、
こ
こ
で
は
、
親
鸞
聖
人
が

『教
行
信
証
』
・
「信
巻
」

で
、

二

提
心
、
・自
力
の
金
剛
心
、
菩
薩
の
大
心
な
り
。
ま
た
横
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ

り
。

一
つ
に
は
横
超
、
二
つ
に
は
横
出
な
り
。

「横
出
」
は
、

正
雑

・
定
散

・
他

力
の
中
0
自
力
の
菩
提
心
な
り
。
「横
超
」
は
、
こ
れ
す
な
わ

ち
願
力
回
向
の
信

楽
、
こ
れ
を

「願
作
仏
心
」
と
曰
う
。
願
作
仏
心
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
横
の
大
菩

提
心
な
り
。
こ
れ
を

「横
超
の
金
剛
心
」
と
名
づ
く
る
な
り
。
横
竪
の
菩
提
心
、

モ
の
言

一
つ
に
し
て
そ
の
心
異
な
り
と
い
え
ど
も
、
入
真
を
正
要
と
す
、
真
心
を

根
本
と
す
、
邪
雑
を
錯
と
す
、
疑
情
を
失
と
す
る
な
り
。

※
専
修
寺
本
に
よ
っ
て
少
を
小
に
す
る
。

と
述
べ
て
い
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
機
法
二
種
の
信
心

(
二
種
深
信
)
を
構
造
と
す
る

信
心
で
あ
る
。

し
か
る
に
菩
提
心
に
つ
い
て
二
種
あ
り
。

一
つ
に
は
竪
、
二
つ
に
は
横
な
り
。

ま
た
竪
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。

一
つ
に
は
竪
超
、
二
つ
に
は
竪
出
な
り
。

「竪
超
」
・
「竪
出
」
は
権
実

・
顕
密

・
大
夕
の
教
に
明
か
せ
り
。
歴
劫
迂
回
の
苓

「深
心
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
。
ま
た
二
種
あ
り
。

一

つ
に
は
決
定
し
て
深
く
、
「自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
礦
劫
よ
り
已

来
、
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
信
ず
。
二
つ
に

は
決
定
し
て
深
く
、
「か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
衆
生
。を
摂
受
し
て
、
疑
い

(
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な
く
慮
り
な
く
、
か
の
願
力
に
乗
じ
て
、
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
信
ず
。



註

(敬
称
は
略
す
)

(1
)

　

『大
正
蔵
』
九
巻
、
九
頁
、
下
段
。

(
2

)

　

『白
氏
文
槃
』
巻
七
十

一
、
「香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」。

(
3

)

　

『和
戻
朗
詠
集
』
巻
下

・
「仏
事
」
(岩
波

・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
二
〇
〇
頁
)、

『栄
花
物
語
』
(岩
波
古
典
文
学
大
系
本
、
『栄
花
物
語
』
上
、
四
五
〇
頁
)。
た
だ

し
。

『和
漢
朗
詠
集
』
で
は
、
「隅
は
く
は
今
生
世
俗
の
文
字
の
業
狂
言
綺
語
の
誤
り
を
も

っ

て
n
し
て
当
来
世
々
讃
仏
乗
の
因
転
法
輪
の
縁
と
せ
む

(願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
狂
言

綺
語
之
誤

　

隔
為
当
来
世
々
讃
仏
乗
之
因
転
法
輪
之
縁
)」
と
あ
り
、
『栄
花
物
語
』
で
は

「願
は
く
は
今
生
世
俗
文
字
の
業
、
狂
言
綺
語
の
誤
を
も
て
、
か
へ
し
て
当
来
世
々
讃
仏

乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
と
せ
ん
」
と
あ
る
。

(4

)

　

『御
文
』
第
四
帖
目
、
第
四
通

(東
洋
文
庫
本
『御
ふ
み
』
、
底
本

・
実
如
証
判
本
、

二
七
〇
頁
)。
た
だ
し
、
稲
葉
昌
丸
編

『蓮
如
上
人
遺
文
』
の
二
八
九
頁
で
は
、
「讃
仏
乗

の
囚
転
法
輪
の
縁
」と
あ
る
(こ
の
『遺
文
』
97
の
底
本
、
対
校
本
は
、
高
田
本
五
ノ
十
四
、

こ
の
他
力
の
大
菩
提
心
。
す
な
わ
ち
他
力
の
信
心
に
対
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
仏
教

詩
人
は
自
力
の
菩
提
心
、自
力
の
信
心
の
人
だ
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の

『
一
百
五
十
讃
』
序
詩
や
シ
ャ
ー
ソ
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ア
の

『
入

菩
提
行
』
第

一
章

・
第
二
章
を
窺

っ
て
み
る
と
、
機
法
二
種
の
信
心
に
共
通
す
る
心

情
を
感
ぜ
し
め
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
は
他
力
の
信
心
に
生
き
る
日
本
の
妙

好
人
た
ち
と
共
通
す
る
心
で
も
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「讃
仏
乗
」
の
詩
と
は
、
仏
陀
所
説

の
法

へ
の
讃
歎
と
法

に
よ
っ
て
照
し
出
さ
れ
た
罪
悪
の
自
身

へ
の
悲
歎
を
表
白
す
る
詩
や
歌
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
以
上
の
意
味
に
お
い
て
、
信
心
の
詩
や
歌
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
仏
教
研
究
の
主
流
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ド
の
仏
教
と
い
え
ば
、
大

・

小
乗
の
経
典
や
論
釈
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
陀
釈
尊
や
仏
弟
子
、
菩
薩
、
論
師

た
ち
の
所
説
で
あ
り
、
法
が
表
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
て
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
け

ば
い
わ
ゆ
る
機
は
か
く
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
生
身
を
も
っ
た
イ
ン

ド
の
仏
教
詩
人
た
ち
の
歌
う
詩
は
、
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
が
実
際
に
、
自
ら
の
上
に
、

仏
教
を
い
か
に
受
け
と
め
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
献
で
あ
り
、

機
の
自
覚
が
あ
ら
わ
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー

タ
及
び
シ
ャ
ー
ソ
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ア
の
詩
は
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

本
稿
が
、
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
と
日
本
の
妙
好
人
の

「讃
仏
乗
」
の
詩
や
歌
を
取

り
上
げ
て
、
両
者
に
共
通
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
法

へ
の
讃
歎
と
自
身

へ
の
悲
歎

を
内
容
と
す
る
信
心
の
構
造
を
窺

っ
て
み
よ
う
と
す
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

勝
善
寺
本
十
二
、
節
竃
本
ニ
ノ
四
七
、
誓
玄
本
五
ノ
ー
九
で
あ
る
)。
ま
た
「遺
文
」87
(二

六

一
頁
)
で
は
、
「三
仏
乗
縁
転
法
輪
因
」
と
あ
る
(底
本
、
対
校
本
は
本
善
寺
蔵
真
筆
木
、

讃
仏
慄
の
人
々

高
田
本
五
ノ
三
、
真
宗
寺
本
二
二
、
名
塩
本
ニ
ノ
三
八
、
誓
玄
本
五
ノ
ー
一
で
あ
る
)。

(
5

)

　

山
田
竜
城

『梵
語
仏
典
の
諸
文
献
』
六
九
一
八
二
頁
に
「讃
仏
文
学
」
の
項
が
あ
り
、

ア
シ

ュ
ヴ

ァ
ゴ
ー
シ
ヤ
、

マ
ー
ト
リ
チ

ェ
ー
タ
、

(
ル
シ
ヤ
、

ク
シ

ェ
ー
メ
ー
ソ
ド
ラ
な

ど
の
作
品
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

「讃
仏
文
学
」
に
つ
い
て
、
脚
註
で
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
「讃
仏
乗
の
語

は
、

法
華
経
方
便
品

(大
正
九
、
九
頁
、
c
)
に
あ
ら

わ
れ
、
日
本
文
学
に
も
親
し
ま
れ
た
名
称
で
あ
る
。
い
ま
は
大
乗
以
前
の
文
学
を
讃
仏
文

学
と
よ
ん
で
区
別
す
る
。
望
月
仏
教
大
辞
典

一
六
四
四
頁
c
参
看
。」

(
6
)
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(

一

 

常
に
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
、
そ
の
人
に
は
い
か
な
る
欠
点
も
な
い
。

ど
んな場合
でも
、
そ
の人
にはあ
らゆ
る徳が確
立
され
て
い5 

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

C
a
m
b
r
id
g
e
s

　

195
」

の
梵
文
を
依
用
す
る
。

(
7
)

　

P
o
　

L

　

V
a
i
d
y
a
l

　

B
o
d
h
i
c
a
r
y
a
v
a
t
a
r
a

　

o
f

　

a
n
tid
ev
a

　

w
ith

　

t
h
e

　

C
o
m
m
I

e
n
t
a
r
y

　

P
a
n
j
i
k
a

　

o
f

　

P
ra
jn
k
a
ra
m
a
t」
(B
u
d
d
h
ist

　

S
a
n
s
k
r
i
t

　

T
e
x
t
s
　
N
o
o

1
2
E

　

D
arbh
an
g
aJ
960　
の
梵
文
を
依
用
す
る
。

(
8

)

　

楠

　

恭
編

『妙
好
人
才
市
の
歌
』
0

(昭
和
五
十
二
年
十

一
月
、
第
二
刷
)、
∽
(昭

和
五
十
二
年
十

一
月
、
第

一
刷
)。

(
9

)

　

多
屋
頼
俊

・
横
超
慧
日

・
舟
橋

一
哉
編

『仏
教
学
辞
典
』
の

「し
ん
じ

ん
」
の
項

(二
八

一
頁
、
上
段
)
参
照
。

(
10

)

　

保
存
版

・
定
本

『親
鸞
聖
人
全
集
』
第

一
巻
、

一
三
三
頁
。
た
だ
し
、
東
本
願
寺
版

『真
宗
聖
典
』
を
参
照
し
て
、
延
べ
書
に
す
る
。

(
11

)

　

『真
宗
聖
教
全
書
』

一
、
五
三
四
頁
。
た
だ
し
、
延
べ
書
に
す
る
。

四

五
十
讃
』
は
、

一
番
最
後
の
詩
句
よ
り
取

っ
て
の
別
名
が

(信
心
に
よ
る
弁
才
の
所

産

q
rasa
d
ap
ra
tib
h
o
d
b
h
av
a
)」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
よ
う
に
、
信
心
が
詩

に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
梵
文
に
よ
る

『
一
百
五
十
讃
』
全
体
の
内
容
を
見

る

に
は
、

ベ
イ

レ
イ

(
[
]　
R
　
S
h
a
c
k
l
e
t
o
n

　

B
a
ile
y
j

　

O

『
マ
ー

ト

リ

チ

ェ
ー

タ

の

一
百
五
十
讃

(、r
h
e

　

S
a
t
a
p
a
fi
c
a
g
a
t
k
a

　

o
f

　

M
a
tr
c
e
ta
D
j
所
載
の
英
訳
、
奈

(
14
)

良
博
士
の
取
意
の
和
訳
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
譲

っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
序
詩
に

よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
信
心
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
義
浄
三
蔵
に
よ
る
シ
ナ

訳
も
あ
る
の
で
対
照
し
て
お
く
。

t
a
m
 

e
v
a

 

g
a
r
a
lXla
m

 

g
a
n
t
u
rr
l

 

t
a
m

 

s
to
tu
m

 

ta
m

 

u
p
a
s
itu
m

一

t
a
s
y
a
i
v
a

 

a
sane

 

s
th
a
tu
m

 

n
y
ay
y
a
m

 

y
a
d
y

 

a
s
t
i

 

c
e
t
a
n
a

=

(
に
)

う
で
あ
る
。

さ
て
、
『四
百
讃

(C
a
tu
g
a
ta
k
a
jj

　

ij主
に
法
へ
の
讃
歌
で
あ
る頑

『言

つ
た
。
ま
た
カ
ニ
シ
ュ
カ
ニ
世

へ
送

っ
た
書
簡

(M
a
h
a
r
a
ja
k
a
n
ik
a
le
k
h
a
)
も

　　

と
、
先
づ
仏
徳
の
讃
歎
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

あ
る
。
彼
は
竜
樹

・
提
婆
の
流
れ
を
汲
む
空
観
派
に
属
す
る
大
乗
教
徒
で
あ

っ
た
よ

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
先
学
が
研
究
し
て
い
ら
心
砧
の
で
、

そ
れ
ら
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
、
こ
こ
で
は
要
点
だ
け
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の
生
存
年
代
は
お
よ
そ
西
暦
二
世
紀
あ
る
い
は
二
世
紀
末
葉

よ
り
三
世
紀
に
わ
た
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
初
め
は
大
自
在
天
に
事
え
て
い
た

が
、
後
に
仏
教
に
改
宗
し
、

『四
百
讃
』
を
造
り
、

次
い
で

『
一
百
五
十
讃
』
を
造

世
尊
最
殊
勝

　

善
断
諸
惑
種

無
量
勝
功
徳

　

総
集
如
来
身



可
讃
可
承
事

宜
応
住
此
教

縦
生
悪
見
者

　

於
尊
起
嫌
恨

伺
求
身
語
業

　

無
能
得
瑕
隙

次
い
で
.

そ
の
仏
に
対
し
て
帰
依
し
、

讃
え
、

仕
え
、

そ
の
教
え
に
従
う
こ
と

は
、
心
の
は
た
ら
き

(g
g
g
)
を
持
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

で
あ
る
と
述
べ
、

(
ニ
ー
彼
に
帰
依
し
、
彼
を
讃
え
、
彼
に
仕
え
、
彼
の
教
え
に
従
う
こ
と
は
、

も
し
心
の
は
た
ら
き
を
持

っ
て
い
る
者

(
=
人
間
)
で
あ
る
な
ら
ば
、
ふ
さ
わ

し
い

〔
こ
と
で
あ
る
〕
。
)

n
a
 

h
i

 

p
r
a
tin
iv
14
0

 

q
p
i

 

m
a
n
o
v
a
k
k
a
y
a
k
a
r
m
a
s
u

 

l

s
a
h
a

 

d
h
a
r
m
e
Q
a

 

l
a
b
h
a
t
e

 

k
a
g
c
i
d

 

b
h
a
g
a
v
a
t
o

 

tn
ta
r
a
m

 

II(や

(
四

 

た
と
え
悪
意
を
抱
い
た
者
で
あ

っ
て
も
、
意
と
口
と
身
の
行
為
に
つ
’い

て
、
法
を
も
っ
て
世
尊
に
い
か
な
る
弱
点
も
見
出
す

〔
こ
と
は
で
き
〕
な
い
。)

唯
仏
可
帰
依

如
理
思
惟
者

敵
対
者
す
ら
、
そ
の
弱
点
が
見
出
し
え
な
い
こ
と
を
述
べ
、

記
我
得
人
身

　

聞
法
生
歓
喜

轡
如
巨
海
内

　

盲
亀
遇
抜
穴

と
.
再
び
徳
を
讃
歎
し
、

讃
仏
乗
の
人
々

五

s
o
 

qh
a
IT
l

 

p
r
a
p
y
a

 

m
a
n
u
g
y
a
tv
a
lp

 

s
a
s
a
d
d
h
a
r
m
a
m
a
h
o
ts
a
v
a
m

I

m
a
h
a
g
a
v
a
y
u
g
a
cch
id
ra
k
U
r
m
a
g
riv
a
rp
a
120
p
a
m
a
m
=
(J)

(
五

 

こ
の
私
は
正
法

〔
を
聞
く
〕
大
き
な
喜
び
を
持
つ

〔
こ
と
の
で
き
る
〕

人
身
を
得
て
ヽ
あ
た
か
も
大
海
で

〔浮
木
の
〕
組
が
穴
に
亀
が
首
を
入
れ
る
こ

と
が

〔
で
き
た
〕
よ
う
で
あ
る
。
)

s
a
v
a
s
a
n
a
i

 

c
a

 

t
e

 

d
o
9

 

n
a

 

s
a
n
t
y

 

e
k
a
s
y
a

 

t
a
y
i
n
a
t
l
一

sa
r
v
e

 

s
a
r
v
a
v
i
d
a
b

 

s
a
n
t
i

 

g
u
O
s

 

t
e

 

c
a
n
a
p
a
y
i
n
a
b

 

R
3j

(
三

 

た
だ

一
人
の
救
護
者
で
あ
る
あ
な
た
に
習
気
と
欠
点
は
な
い
。

全
知
者
で
あ
る
あ
な
た
に
あ
ら
ゆ
る
徳
は
そ
な
わ
り
、
変
ら
な
い
。)

諸
悪
煩
悩
習

　

護
世
者
已
除

福
智
二
倶
円

　

唯
尊
不
退
没



佃
蕨
徊
駅
○
碗
9
φ
○
以
.j
y
4
心ヽ
!二

4
j順
応
.j
tJ
二
、£・汲
Q
°

り
り
址
1!’

 
4、!刎
裂
側
’-く
瞰
徊
ま
り
ぶ
斑
徊
巨
v
り
4
J陥
や
恂
ノ4、!
○
?J
視
Q
S
’

印
○
ぶ
垣
尼
眠
ぷ
.j
Ξ
杓
温
裂
ぶ
陥
句
ざ

「
粧
○
唄
氷
旦
M
Q
P
碗
を
ぺ
や
彷
111a

据
」
.j
41
訟
φ
碗
汲
勿
y
二
々
y
「採
Q
聡
二
」
こ
な
い
禍
Q
4
J二
心
1J
A
J
唄
裾

巨
暁
』ぶ
輿
y
二
Q
°

                 
犬

刈
嫁
や
滉
知
址
ゼ
’
曝
肴
A
j石
抑
胎
巨
j二
心
’
徊
駒
俐
4、!ゼ
徊
昶
旦
附
ニ
ベ
州
旦

M
Q
y
岨
9
4
J
二
心
り
4
j畷
蝸
て
ぶ
汲
y
二
Q
°
印
○
妬
ゼ
「懸
念
Q
栢
」
4
J二
汲

汲
’
り
屁
製
嵯
念
v
が
Q
艇
4
J榊
悶
剛
燧
・¥
ぶ
温
y
二
Q
喩
’
佃
瞰
余
伺
μ
`
4.2
り
○

ぶ
部
恕
べ
Q
祠
旦
但
溜
ぶ
μ
岨
ロ
ゼ
’
「粧
○
駄
二
」
こ
な
唄
叫
べ
y
v
Q
附
窓
が

4
1や
j碗
9
0
ジ
碗
Q
人rヽヽ
゜

E
霞
朴
図
寒
柘
似
¥
応
徊
前
幅
臨
誌
l
ゆ

4
j
’

　
ぶ
蜘
徊
置
V
り
4
J
Q
り

杓
翁
Q
岬
佃
恥
侭
Q
隣
邸
徊
,バ
`
y
4
ぶ
梁
.j
W
二
9
°
り
翁
り
印
’
7ヽ
×
2
-
0
4

祁
寂
べ
旦
φ
=
柊
Q
&
嘸
-く
旦
φ
痙
唄
卜
9
収
り
○
綜
b
徊
笹
瑞
旦
裕
昭
卜
9
㈹
照

P
碗
2
’ヽ
個
暇
曾
以
「・く
瞰
恰
く忿
級
,」
’
ぐ
卜
P
息
吟
くV
°
4
垣
巨
初
級
.」
’
寸
卜

iJ
旦
巨
V
J
A
J裕
皿
杓
輿
y
二
9
φ
Q
i/
碗
9
°

4く

a
n
ity
a
t
a
v
y
iln
u
s
r
ta
l!l

 
k
a
r
m
a
c
c
h
id
r
a
s
a
s
a
lp
§
a
y
a
m

 
l

a
t
t
a
s
a
r
a
l!l

 
k
a
r
i§
y
a
m
i

 
k
a
t
h
a
l!l

 
n
e
m
a
l!l

 
s
a
r
a
s
v
a
t
im

 
ll

 
(6
)

(
K

 
K
-銀
柵
く仙
石
丿
斜
持
jJ
晨
’
綜
○
唄
ぞ
M
M
g
y
侭
母
・ぺ
や
々
’

り
Q
〔叙
○
〕
㈹
蕨
必
以
丿小
J
4、!J

〔邸
ゼ
〕
佃
個
々
φ
Q
J
.j
々
二
P
〔卜

卯
P
〕
碗
Q
心
石
)゚

嶺
皿
茸
÷
1だ
り
○
怯
奴
喩
必
J’

嘔
心
ぶ

誕
○
㈹
絲
ゼ
応
が
ぶ
V
y
φ

紐
○
駄
二
印
二
心
現
母
・碗
を
P
φ

4』肘
a1部
忽
唄

 
畷
綜
缶
胞
鰯

湖
斜
だ
佃
匡

 
雌
4
駅
侭
激

ity
 

a
s
a
l!lk
h
y
e
y
a
v
i§
a
y
a
n

 
a
v
e
t
y
a
p
i

 
g
u
皿
n

 
m
u
n
e
b
l

ta
d
e
k
a
d
e
§a
p
ra
り
a
y
a
tl

 
k
r
iy
a
t
e

 
s
v
a
r
t
h
a
g
a
u
r
a
v
a
t

 
ll

 
(7
)

(司
 

り
O
H
小
旦
萄
ぺ
y
’
廿
睨
○
φ
Q
φ
K
’○
卵
徊
剱
ぺ
J
翁
が
二
φ
○

4
J莱
Q
y
ゼ
ニ
9
拓
’
皿
函
○
μ
刄
〔
以
ら
j二
心
り
4
J〕
徊
佃
ト
ミ
ト
Q
長
ぶ
’

印
○
〔鸞
Q
〕
1
雛
函
〔
が
こヽ
J
φ
〕
纒
4
0
り
り
々
必
J
〔
入D
J
旦
〕
碗
ぶ
汲

卜
)゚

   
.



こ
こ
で
、
「自
分
の
た
め

〔
に
と
い
う
こ
と
〕
を
重
ん
ず

る
か
ら
」
と
述
べ
て
い

る
の
は
、

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
は
大
乗
仏
教
徒
で
あ
る
か
ら
、
当
然
利
他
と
い
う
こ

と
を
重
ず
る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
身
の
ほ
ど
を
知

っ
て
い
る
が
故
に
、
他
の
人
々
の

た
め
に
と
い
は
ず
、
「自
分
の
た
め
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
単
な

る
謙
遜
の
言
葉
で
は
な
く
、
「業
の
深
い
」
自
分
と
信
知
す

る
信
心
の
言
葉
と
理
解

し
た

い
。

序
詩
は
、
こ
の
後
ま
だ
二
偶
あ
る
の
で
あ
る
が
、
大
体
こ
の
七
掲
ま
で
で
、
こ
れ

か
ら
歌
お
と
す
る
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の
意
向
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見

出
さ
れ
る
信
心
の
構
造
は
、
仏
陀
の
徳
や
法
へ
の
讃
歎
と
業
の
深
い
自
身
へ
の
悲
歎

か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
信
心
の
構
造
は
、
次
に
取
り
上
げ

る
シ
ャ
ー
ソ
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ア
に
お
い
て
は
。
よ
り
明
確
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
く
る
。

牟
尼
無
量
境

　

聖
徳
無
辺
際

為
求
自
利
故

　

我
今
讃
少
分

三
十
二
面
詠
之
礼
」
の
概
に
摩
唾
里
制
暗
に
?
い
て
の
記
述
が
あ
る
『’大
正
汲
』
五

十
四
巻
、
二
二
七
頁
、
中
段
-
下
段
)。
ま
た
、
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ

『印
度
仏
教
史
』
(寺
本

婉
雅
訳
註
本
、

一
四
四
一

一
四
九
頁
)、
荻
原
雲
来

「摩
唖
哩
制
叱
阿
遮
梨
耶
及
び
其
の

他
の
人
の
時
の
事
蹟
」
(「宗
粋
」
第
十

一
号
、
明
治
三
十
年
十
二
月
、
所
載
。
『荻
原
雲

来
文
槃
』

一
三
七
一

一
四
〇
頁
、
所
収
)、
渡
辺
海
旭

「摩
唖
哩
制
叱
讃
仏
頌
の
原
文
」

(「宗
教
界
」
第
八
巻
第
八
号
、
明
治
四
十
五
年
八
月
、
所
載
。

『壷
月
全
集
』
上
巻
、

六

五
三
-
六
六
一
頁
、
所
収
)、
奈
良
康
明

「仏
教
詩
人
マ
ー
ト
リ
チ
’
I
タ
の
思
想
的
立

場
」
(
「印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
二
巻
第

一
号
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
、

一
三
五
一

一
三

六
頁
、
所
載
)、
金
倉
円
照

「
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
雑
説
」
(
「文
化
」
第
十
八
巻
第
三
号
、

昭
和
三
十

一
年
七
月
、
所
載
。
『馬
鳴
の
研
究
』
九
二
-

一
二
〈
頁
、
所
収
)、
山
田
竜
城

「梵
語
仏
典
の
諸
文
献
」
の
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の
項

(七
七
-
七
九
頁
)、
筑
摩
版

・

世
界
古
典
文
学
全
集

『仏
典
』
I
の

「解
説
」
(四
二
五
一
四
二
六
頁
)
参
看
。

(
13

)

　

註
㈲
で
あ
げ
た
金
倉
円
照

「
マ
ー
ト
リ
チ
’
I
タ
雑
説
」
の

「二

「法
」
の
用
例
」

の
項

(
一
〇
四
―

一
二
〈
頁
)
参
照
。

(14

)

　

註
吻
の
最
後
に
あ
げ
た

『仏
典
』
I
に
収
め
ら
れ
て
い
る

(三
二
五
1
三
三
七
頁
)
。

(15

)

　

義
浄
訳

『
一
百
五
十
讃
仏
頌
』
(『大
正
蔵
』
三
十
二
巻
、
七
五
八
頁
、
中
段
-
七
六

二
頁
、
上
段
)。

(
16

)

　

以
下
の
梵
文
及
び
パ
ー
リ
文
の
和
訳
は
、
す
べ
て
拙
訳
で
あ
る
。
生
硬
の
感
は
免
れ

な
い
が
、
直
訳
を
試
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。
諸
先
学
の
訳
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ア
の
出
生

・
生
存
年
代
な
ど
に
つ
い
て
は
、

マ
ー
ト
リ
チ

ェ
ー
タ
と
同
じ
く
、
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
て
信
頼
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
金
倉

博
士
は

「七
世
紀
の
後
半
に
生
れ
、
大
体
七
〇
〇
年
頃
に
活
躍
し
た
と
み
る
の
が
、

七

ニ

　

シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
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(
一
-
二
七
頁
)。
ま
た
、
そ
の
書
評
、
辻
直
四
郎
「
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ

一
百
五
十
讃
の
新
出
版
に
つ
い
て
」
(「東
洋
学
報
」
第
三
十
三
巻
三

・
四
号
、
昭
和
二
十

六
年

(
一
九
五
一
)
十
月
、

一
五
五
一

一
七
二
頁
所
載
。
『辻
直
四
郎
著
作
集
』
第
三
巻
、

二
七
三
一
二
八
八
頁
、
所
収
)
を
参
照
。
な
お
、
義
浄

『南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
第
四

・

讃
仏
乗
の
人
々
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妥
当
な
推
定
で
あ
、ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
よ
り
約
五

百
年
後
の
人
で
あ
る
。
五
百
年
と
時
代
は
隔
た
っ
て
い
る
が
、
大
乗
の

「菩
提
行
」

を詩
であ
ら
わ
し
てあ
る
『入菩
肋
』
に流
れ
て
いる心情
は
マート
リ
チ
ェー

タ
と
共
通
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
信
心
に
つ
い
て
も
明
確
に
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
。『入

菩
提
行
』
は
、
梵
文
で
は
十
章
総
計
九

一
三
渇
で
あ
る
が
、
第

一
章
は

「菩

提
心
の
讃
歎
」フ
と
あ
り
、、
第
二
章
ぽ

「罪
悪
0　
懺
悔
」。と
。い
う
噺
題
。を
持
っ’て
い

る
。
こ
の
第

一
章
と
第
二
章
の
標
題
を
見
た
だ
け

で
も
、
「菩
提
心
の
讃
歎
」
と
は

菩
提
心
を
起
さ
し
め
る
仏
と
法

へ
の
讃
歎
で
あ
り
、
「罪
悪
の
懺
悔
」
と

は
自
身

へ

八
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〔仏
〕
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=
菩
薩
)
た
ち
と
共
な
る
、
法
身
を
持
て
る
、
も
ろ
も
ろ

の
善
逝
と
す
べ
て
の
敬
う
べ
き
者
た
ち
に
恭
し
く
敬
礼
し
て
、
善
逝
の
子
た
ち

の
律
儀

へ
の
趣
入

(
a
菩
薩
行
の
実
行
)
を
聖
典
に
従

っ
て

〔私
は
〕
簡
潔
に

説
こ
う
。)

の
悲
歎
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
信
心
の
構
造
を
端
的
に
標
示
し
て
い
る
よ
う

　　

と
、
先
づ
三
宝
に
対
す
る
帰
依
の
心
情
を
表
白
し
、

に
思
わ
れ
る
。

従

っ
て
、
こ
の
第

一
章
と
第
二
章
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
詩
を
取
り
出
し
て
、
マ
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I
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
の
詩
心
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
具
体
的
に
そ
の
信
心
の
構
造
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
も
梵
文

『入
菩
提
行
』
に
は
、
金
倉
博

士
の
和
訳
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
訳
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た

天
息
災
の
シ
ナ
訳
も
あ
る
の
で
、
対
応
す
る
も
の
は
添
え
て
お
く
。
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こ
こ
に
は
目
新
ら
し
く
語
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
。
ま
た
私
に

は

〔
そ
の
よ
う
な
〕
文
才
も
な
い
。

だ
か
ら
他
人
の
た
め
と
い
う
こ
と
は
考
え
る
こ
と
な
く
、
私
自
身
の
意
を
清
め

る
た
め
に
、
こ
れ

(
―
こ
の
書
)
が
私
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。)
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一
三

　

非
常
に
恐
し
い
、
も
ろ
も
ろ
の
罪
悪
を
作
し
て
も
、
こ
れ

(
―
菩
提

心
)
を
所
依
と
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
免
れ
る
。
あ
た
か
も
勇
猛
の
士
を
所
依

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
な
る
無
畏
が
あ
る
よ
う
に
。
無
知
の
衆
生
た
ち

に
よ
っ
て
そ
れ

(
―
菩
提
心
)
が
ど
う
し
て
所
依
と
せ
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う

か
。
)

四
如
劫
尽
時
大
火

　

刹
那
焚
焼
罪
業
薪

若
讃
慈
尊
無
量
言

　

是
日
善
哉
之
智
者
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そ
れ
は
劫
末
0
時
の
火
の
よ
う
に
大
な
る
罪
悪
を
た
ち
ま
ぢ
に
焼
ぎ

尽
く
す
。
そ
れ

(
―
菩
提
心
)
に
対
し
て
、
限
り
な
い
讃
欺
を
智
慧
あ
る
弥
勒

尊
は
善
財

〔童
子
〕
に
向

っ
て
語

っ
た
。)
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芭
蕉
不
実
而
生
実

　

生
実
芭
蕉
而
身
1
　

菩
提
心
樹
而
清
浄

　

恒
生
勝
果
而
不
尽

以
上
、
こ
こ
に
は
数
渇
を
引
用
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
『入
菩
提
行
』第

一
章
は
、

三
六
渇
を
も

っ
て

「菩
提
心
の
讃
歎
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
第
二
章

「罪
悪
の
懺
悔
」
を
見
て
み
よ
う
。
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一

 

こ
の
宝
石
の
よ
う
な
心
(
―
菩
提
心
)
を
得
る
た
め
に
、
こ
れ
な
る

〔私

は
〕
も
ろ
も
ろ
の
如
来
と
、
無
垢
な
る
、
宝
石
の
よ
う
な
正
法
と
、
大
海
の
よ

う
な
功
徳
を
有
す
る
仏
子
だ
ち
と
に
対
し
て
正
し
く
供
養
を
行
な
う
。
)
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作
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さ
て
、
大
陸
か
ら
日
本

へ
仏
教
が

公

的

に
伝
来
し
た
の
は
、
西
暦
五
三
八
年
と

も
、
五
五
二
年
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
真
に
日
本
の
仏
教
と
な
っ
た
の
は
鎌
倉

時
代
で
あ
る
。
そ
の
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
浄
土
真
宗
が
根
を
お

ろ

し
た
大
地
か

ら
、
妙
好
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
あ
ら
わ
れ
た
。
現
代
に
お
け
る
妙
好
人

へ
の
評
価

は

一
様
で
は
な
く
、
立
場
や
視
点
の
相
違
に
よ
っ
て
、
ま
ち
ま
ち
な
状
態
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
体
制
の
中
の
模
範
的
人
間
像
そ
の
も
の
の
好
妙
人
も
あ
る
が
、

一
概
に

そ
れ
と
律
し
切
れ
な
い
人
も
あ
る
。
今
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
浅
原
才
市
も
、
そ
の

一
人
で
あ
る
。
独
学
で
お
ぽ
え
た
文
字
で
も

っ
て
自
己
の
信
心
を
た
ど
た
ど
し
い
詩

的
方
法
で
表
現
し
て
残
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
に
注
目
せ
ら
れ
て
き
た
。

表
現
は
た
ど
た
ど
し
い
が
、
妙
好
人
の
信
心
を
あ
ま
す
所
な
く
あ
ら
わ
し
た
か
ら
で

あ
る
。

浅
原
才
市
に
つ
い
て
の
、
紹
介

・
研
究
や
そ
の
詩
集
の
出
版
は
先
学
の
方
々
が
し

(
20
)

て
い
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
助
け
を
か
り
て
、

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
や
シ

ヤ
ー
ソ
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ア
の
場
合
と
同
じ
く
、
必
要
な
こ
と
だ
け
あ
げ
て
お
く
。

浅
原
才
市
は
嘉
永
三
年

(
一
八
五
〇
)
二
月
二
十
日
、
島
根
県
退
摩
郡
大
浜
村
字

小
浜

(
現

・
同
郡
温
泉
津
字
小
浜
)
に
生
れ
た
。
少
年
の
頃
、
船
大
工
の
徒
弟
と
な

り
、
二
十
五
歳
の
時
、
結
婚
し
船
大
工
と
し
て

一
家
を
構
え
た
。
父
の
感
化
も
あ

っ

て
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
才
市
が
最
も
真
剣
に
法
を
求
め

一
三

三

　

浅
原
才
市
の
歌

m
a
 
b
h
n
n
m
e

 

m
rty
u
ra
cira
d
a
4
1F

 

p
a
p
a
sa
m
c
a
y
e
iR
3
2
5

(
三

二

 

導
師
だ
ち
よ
、
い
か
に
し
て

〔
私
は
〕
こ
れ

(
=
罪
悪
)
よ
り
逃
れ

よ
う
か
。
常
に
不
安
で
あ
る
。
積
罪
が
滅
し
な
い
う
ち
に
猶
予
な
く
死
が
私
に

ど
う
か
生
じ
な
い
よ
う
に
。)

こ
の
よ
う
に
、
自
身
の
罪
悪

へ
の
悲
歎
は
深
い
。
以
上
に

お

い
て
見
て
き
た
如

く
、
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
の
信
心
は
法

へ
の
限
り
な
き
讃
歎
と
自
身

へ
の
限
り
な
き
悲

歎
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

讃
仏
乗
の
人
々

(
17

)

　

金
倉
円
照

『悟
り
へ
の
道
』
の

「解
題
」
二
三
二
I
二
三
三
頁
。
「解
題
」
は
著
者
、

年
代
、
著
述
、
内
容
、
出
版
と
翻
訳
、
結
び
か
ら
な
っ
て

い
て
、
『入
菩
提
行

tB
O
d
h
i　

c
a
ry
a
v
a
ta
ra
j

及
び
そ
の
作
者
、
シ
ャ
ー
ソ
テ
ィ
デ

ー
’ヴ
ア

G
a
n
tid
e
v
a
j
に
つ

い
て
、
詳
し
く
解
説
し
て
あ
る
。

(
18

)

　

註
剛
で
あ
げ
た

v
a
id
y
a
本
を
依
用
す
る
。

(
19

)

　

天
息
災
訳

『菩
提
行
経
』

(『大
正
蔵
』
三
十
二
巻
、

五
四
三
頁
、
下
段
-
五

六
二

頁
、上
段
)。
な
お
、
最
近
の
梵
文
英
訳
に
、

M
a
r
io
n

　

L
o

　

M
a
tic
s

　

E
n
t
e
r
i
n
g

　

t
h
e

P
a
t
h

　

o
f

　

E
n
lig
h
te
n
m
e
n
t
s

　

T
h
e

　

B
o
d
h
ic
a
r
y
a
v
a
t
a
　a

　

o
f

　

t
h
e

　

B
u
d
d
h
i
s
t

P
o
e
t

　

S
a
n
t
i
d
e
v
a
o

　

」
o
n
d
o
n
o

　

1
9
7
0

　

ta
あ
り
、
詳
1
4
j

　

l
n
d
r
o
d
u
c
t
i
o
n

　

4
　

N
o
t
e
s

な
ど
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

註



(妄
念
)

　　

(起
き
場
)

　　　　　　

(機
法

一
体
)

も
を
ね
ん
の
を
き
ば
を
き
け
ば
、
き
ほ
を
い
い
た
い
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

た
時
期
は
。四
十
五
歳
頃
か
ら
六
十
歳
頃
ま
で
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
六
十
歳
頃
、

彼
は
信
心
決
定
し
た
。
そ
の
信
心
決
定
に
よ
る
法
へ
の
讃
歎
と
自
身

へ
の
悲
歎
が
内

に
と
ど
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
五
十
歳
頃
よ
り
船
大
工
か
ら
下
駄
作
り
の
仕
事
に
変

(
21
)

つ
て
い
た
の
で
、
そ
の
木
屑
や
手
近
の
紙
に
文
字
で
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

下
駄
の
木
屑
や
紙
に
書
い
た
信
心
の
表
出
を
、
夜
に
な
る
と
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し

た
。
才
市
が
ノ
ー
ト
書
き
を
始
め
た
の
は
、二
(
十
四
歳

(
大
正
二
年
)
の
秋
頃
か
ら

と
い
う
が
、
昭
和
七
年

一
月
十
七
日
、
八
十
三
歳
0
高
齢
で
往
生
す
る
ま
で
の
約
二

十
年
間
に
、
九
十
冊
ぐ
ら
い
の
ノ
ー
ト
を
書
い
た
と
い
う
。
大
体
、

一
年
に
四
冊
半

を
平
均
し
て
書
き
、
失
わ
れ
た
ノ
ー
ト
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
も

っ
と
沢
山
書
い
た

の
で
は
な
い
か
と
も
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
9
　　)

藤
秀
璋
師
や
鈴
木
大
拙
師
の
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
楠
恭

師
編
の

『妙
好
人
才
市
の
歌
』
0
と
∽
の
二
冊
に
よ
っ
て
、
才
市
の
信
心
の
構
造
を

見
て
み
よ
う
。

失
づ
、
第

一
冊
目
の
第

一
ノ
ー
ト

(
大
正
三
年
、
六
十
五
歳
の
作
)

・
第
三
二
番

の
歌
。

一
四

(
愚
痴
)

あ
さ
ま
し
や
、
ぐ
ち
の
ま
ぜ
り
た
ひ
が
も
ゑ
る
。

じ
や
け
ん
も
の
、
あ
さ
ま
し
や
。

と
ど
め
ら
れ
ん
か
。

さ
い
ち
が
こ
こ
ろ
、
く
よ
く
よ
と
。

(
尋
ね
)

を
き
る
こ
こ
ろ
を
た
す
る
み
れ
ば
、

(を
)
(乗
り
)

　　　

S

I

I

天
に
ぬ
り
こ
す
さ
い
ち
の
こ
こ
ろ
。

(
知
識
)

　

(御
化
導
)

こ
こ
に
ち
し
き
の
ご
け
ど
を
あ
り
。

I

S

I

　　　　　　　　　　　　　　

(
聞
き
場
)

こ
れ
、
さ
い
も
、
こ
こ
が
、
そ
な
た
の
き
き
ば
ぞ
よ
。

あ
り
が
と
を
ご
ざ
り
ま
す
。

l

l

　　　

(
本
願
)

み
だ
の
ほ
ん
ぐ
わ
ん
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
が
で
き
た
か
ら
、

(
お
前
か
)

わ
れ
が
あ
ん
ず
る
こ
と
わ
な
い
。

き
け
よ
、
き
け
よ
。

な
む
あ
み
だ
ぶ
を
き
き
ぬ
れ
ば
。

(
往
生
)

わ
れ
が
を
を
上
こ
れ
に
あ
る
。

な
む
あ
み
だ
ぶ
わ
、
わ
れ
が
も
の

ご
を
ん
う
れ
し
や
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

も
を
ね
ん
が
い
ち
ど
に
で
る
ぞ
。

に
が
に
が
し
い
あ
く
の
ま
ぜ
り
た
ひ
が
も
ゑ
る
。

島
く
の
ま
ぜ
り
た
な
み
が
た
つ
。

卜

　　

S

　　

一

　

を

　

一

　

゛

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

こ
の
こ
こ
ろ
で
じ

い
ぽ
を
み
じ
ん
せ
か
い
を
、

l

X

　　

i

l

X

　　

S

S

ぶ
つ
や
ぼ
さ
つ
や
を
や
さ
ま
と
あ
す
ん
で
を
る
が
、

こ

　0
こ
こ
ゐ
、
力
む
あ
み
だ
ぶ
を
た
ぺ
て
あ
す
ん
で
、

三
二
、
あ
さ
ま
し
や
。

さ
い
ち
こ
こ
ろ
わ
、
あ
さ
ま
し
や
。



こ
こ
に
は
、
端
的
に
、
信
心
が
自
身

へ
の
悲
歎
で
あ
り
、
自
身

へ
の
悲
歎
を
縁
と

し
て
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
法

へ
の
讃
歎
で
あ
る
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

第
三
四
の
歌
で
は
、

三
四
、
さ
い
ち
よ
い
。
ど
が
な
か
い
。

へ
ゑ
、
あ
り
が
た
い
の
も
あ
る
し
、

は
づ
か
し
い
の
も
あ
る
し
、

あ
さ
ま
し
い
の
も
あ
る
し
、

あ
り
が
た
い
の
が
、
を
や
さ
ま
で
、

あ
さ
ま
し
い
の
が
、
わ
た
く
し
で
、

(御
縁
)

　　　　　　　

(畿
法

一
体
)

ご
ゑ
ん
に
あ
ゑ
ば
、
き
ほ
を
い
い
た
い
。

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

ご
を
ん
う
れ
し
や
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

(ご
ゑ
ん
は
説
教
又
は
法
会
の
こ
と
を
云
ふ
I
編
者
)

な
む
あ
み
だ
ぶ
と
、
と
も
に
ひ
く
ら
し
、

ご
を
ん
う
れ
し
や
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

た
い
の
も
あ
る
し
、
は
づ
か
し
い
の
も
あ
る
し
」
と
。

一
人
で
対
話
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
信
心
を
獲
得
し
た
人
に
は
、

一
人
に
お
い
て
法
を
讃
歎
す
る
位
と
自
身
を
悲

歎
す
る
位
の
二
つ
の
位
が
同
時
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
一
人
で
対
話
が
行
わ
れ
、

悲
喜
交
流
し
て
、
信
心
は
よ
り

一
層
深
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

『摂
大

乗
論
』
で
い
う

「意
言
分
別
(∃
g
O‐芭
罵
)」
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
冊
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
第
三
ノ
ー
ト

(
大
正
十
年
の
後
半
及
び
十

一
年
の
前
半
頃
、
七
十
二
及
び
三
歳
頃
)
か
ら

一
つ
。

57
、
う
み
の
う
し
を
も
。
さ
し
ひ

〔
き
〕
あ
る
よ
。

(潮
)

わ
し
の
こ
こ
ろ
に
さ
す
し
を
わ
、

ざ
ん
ぎ
、
く
わ
ん
ぎ
の
さ
し
ひ
き
の
し
を
。

く
わ
ん
ぎ
の
し
を
わ
、
さ
す
し
を
で
、

ざ
ん
ぎ
の
し
を
わ
、
ひ
き
し
を
で
、

ざ
ん
ぎ
、
く
わ
ん
ぎ
の
さ
し
ひ
き
の
し
を
。

こ
れ
が
た
の
し
み
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

54
、
ざ
ん
ぎ
の
ご
ゑ
ん
に
あ
う
と
き
わ
、

(時
)

  

(扱
)

と
き
も
、
き
も
あ
さ
ま
し
ば
か
り
。

一

五

同
じ
く
第
二
冊
の
第
四
ノ
ー
ト

(
大
正
十
三
年
、
七
十
五
歳
の
頃
)
か
ら
対
に
な

っ
た
二
つ
を
取
り
出
し
て
み
よ
う
。

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で

は
、
「あ
り
が
た
い
の
が
、
を
や
さ
ま
で
、
あ
さ
ま
し

い
の
が
、
わ
た
く
し
で
」
と
法

へ
の
讃
欺
と
自
身

へ
の
悲
歎
を
、
独
特
の
表
現
で
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
は
じ
め
に

「さ
い
ち
よ
い
。
ど
が
な
か
い
。

へ
ゑ
、
あ
り
が

讃
仏
乗
の
人
々



と
、
「ま
ん
ご
を
に
も
、
を
う
こ
を
に
も
、
ま
れ
な
こ
と
に
あ
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

と
聞
き
難
き
仏
法
に
値
遇
し
え
た
喜
び
を
語
り
、
第
二
冊

・
第
ハ
ノ
ー
ト
で
は
、

80
、
(
昭
和
二
十
四
年
十
月
十

一
日
付
の
入
江
師
よ
り
藤
先
生
宛
の
(
ガ
キ
の

中
の
も
の
)

わ
し
や
、

し
や
わ
せ
、

ご
く
ら
く
も
ろ
を
て
の
。

(境
涯
)

(生
き
て
)

京
が
い
い
き
て
を
る
よ
の
。

に
ん
け
ん
に
う
ま
れ
さ
せ
て
も
ろ
を
た
、

わ
し
が
し
や
わ
せ
。

ご
を
ん
う
れ
し
や
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

-

・ -

/ ゝ

阿
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

こ
れ
が
、
く
わ
ん
ぎ
の
も
と
と
な
る
。

な
む
あ
み
だ
ぶ
の
な
せ
る
な
り
。

55
、
く
わ
ん
ぎ
の
ご
ゑ
ん
に
あ
う
と
き
わ
、

と
き
も
、
と
こ
ろ
も
ゆ
わ
ず
に
を
い
て
、

わ
し
も
く
わ
ん
ぎ
で
、

あ
な
た
も
、
あ
な
た
も
く
わ
ん
ぎ
、

こ
れ
が
た
の
し
み
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。

以
上
の
歌
で
わ
か
る
よ
う
に
、
才
市
0
信
心
は
機
法
二
種
0
深
信
が
基
調
と
な

っ

て
い
る
。
そ
れ
は
先
に
取
り
上
げ
た
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
な
ら
び
に
シ
ヤ
ー
ソ
テ
″

デ
ー
ヴ
ア
の
表
白
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
得
難
き
人
身
と
聞
き
難
き
仏

法

へ
の
讃
歎
も
共
通
し
て
い
る
。

第

一
冊

・
第

一
ノ
ー
ト
で
は
、

註

(
20

)

　

註
(8
)
で
あ
げ
た
楠
恭
編

『妙
好
人
才
市
の
歌
』
0
の
巻
末
に
付
せ
ら
れ

て

い
る

「浅
原
才
市
に
つ
い
て
」
及
び

「編
輯
の
記
」、
∽
の
巻
末
に
付
せ
ら
れ
て

い
る

「大
拙

先
生
と
妙
好
人
」
に
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
鈴
木
大
拙

『日
本
的
霊
性
』
(鈴
木

(直
き
の
)

な
む
あ
み
だ
ぶ
の
じ
き
の
せ
い
京
。

(大

恩
)

　　　　　　

(
会
う
)

こ
の
だ

い
を
ん
に
は
じ
め
て
を
を
た
、

わ
た
く
し
が
し
や
わ
せ
。

ま
ん
ご
を
に
も
、
を
う
こ
を
に
も
、

ま
れ
な
こ
と
に
あ
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

と
、
人
間
に
生
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か
ら
こ
そ
、
極
楽
を
も
ら
っ
た
境
涯
を
生
き
て

い
る
、
す
な
わ
ち
信
心
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
生
れ
た
幸
せ
を
讃
歎
し
て

い
る
。

(
一
座
の
説
教
)

一
四
、
い
ち
ざ
の
せ
い
京
ど
こ
に
あ
る
。

い
ち
ざ
の
せ
い
京
こ
こ
に
あ
る
。



四

　

『無
量
寿
経
』
第
十
七

・
十
八
願
成
就
の
文

t
a
s
y
a

　

k
h
a
l
u

　

p
u
n
a
r

　

A
n
a
n
d
a

　

b
h
a
g
a
v
a
t
o

　

qm
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b
h
a
s
y
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t
a
t
h
a
　

g
a
t
a
s
y
a

　

d
a
s
a
s
u

　

d
i
k
5
v

　

e
k
a
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y
a
m

　

d
i
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G
a
flg
a
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d
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a
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k
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s
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m
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b
u
d
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a
k
i
e
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r
e
i
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G
a
flg
a
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d
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a
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k
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s
a
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u
d
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h
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b
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g
a
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n
t
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n
a
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a
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h
e
y
a
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p
a
r
i
k
i
r
t
a
y
a
n
t
e
o

　

v
a
r
Q
a
m

　

b
h
O
a
n
te
s

y
a
gO

　

p
r
a
k
a
g
a
y
a
n
t
4

　

g
u
Q
a
m

　

u
d
i
r
a
y
a
n
t
」

t
a
t

　

k
a
s
y
a

　

h
e
t
o
b
　

y
e
　

k
e
c
i
t

　

s
a
t
t
v
a
s

　

t
a
s
y
a

　

b
h
a
g
a
v
a
t
o
4　

。m
ita
b
h
a
s
y
a

　

t
a
t
h
a
g
a
t
a
　

s
y
a

　

n
a
m
a
d
h
e
y
a
111

　

4
1Xlv
a
n
tis

　

g
r
u
t
v
a

　

c
a
n
t
a
g
a

　

e
k
a
c
itto
tp
a
d
a
m

a
p
y

　

a
d
h
y
a
S
a
y
e
n
a

　

p
r
a
s
a
d
a
s
a
h
a
g
a
t
e
n
a
4　
c
i
t
t
a
11
1
4

　

u
t
p
a
d
a
y
a
n
t
4

s
a
r
v
e

　

t
e

　

t

　

v
a
iv
a
r
ttik
a
ta
y
a
m

　

s
a
m
t14
h
a
n
t
e

　

gn
u
t
t
a
r
a
y
a
t
l

　

sam
　

(2
)

M
p
r
S
日
ぴ
o
a
r
Q
F

※
印
は
藤
田
宏
遠
博
士

「梵
文
補
正
表
」
(『梵
文
和
訳
無
量
寿
経

・
阿
弥
陀
経
』
所
収
)

に
よ

る
。

(
ま
た
、
実
に
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
十
方
の
各
々
の
方
角
に
あ
る
ガ
ン
ジ
ス
河
の

砂

〔
の
数
〕
に
等
し
い

〔
ほ
ど
の
多
く
の
数
の
〕
仏
国
土
に
お
い
て
、
ガ
ン
ジ
ス

河
の
砂

〔
の
数
〕
に
等
し
い

〔
ほ
ど
の
多
く
の
数
の
〕
諸
仏

・
世
尊
た
ち
は
か
の

世
尊
ア
ミ
タ
ー
バ
如
来
の
名
号
を
称
讃
し

(
b
u
d
d
h
a

　

b
h
a
g
a
v
a
n
t
o

　

nam
a　

d
h
e
y
a
m

　

p
a
r
ik
ir
t
a
y
a
n
t
e
y

　

E
M
を
説
き
、

名
声
を
説
き
明
し
、
功
徳
を

称
揚
す
る
。

そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。

一
七

大
拙
全
集
』
第
八
巻
所
収
)、
同

「妙
好
人
」

(「鈴
木
大
拙
全
集
」
第
十
巻

所
収
)、
同

編

「妙
好
人
浅
原
才
市
集
」
参
照
。

(
21

)

　

「墨
美
」
第
二
七
八
号

・
「妙
好
人

・
才
市
の
書
」
に
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
22

)

　

藤
秀
環

『大
乗
相
応
の
地
』
、
同

『純
情
の
人
々
』
。

一

。

一

　

a
g

S

　

I

以
上
、
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
で
あ
る
マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ
と
シ
ャ
Iヽ
ソ
テ
ゴ
ア
ー

ヴ
ア
、
日
本
の
妙
好
人
、
浅
原
才
市
を

「讃
仏
乗
」
の
人
々
と
し
て
、
モ
の
詩
と
歌

に
よ
っ
て
、
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
信
心
の
構
造
を
見
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
法

へ
の
讃
歎
と
自
身

へ
の
悲
歎
で
あ
り
、
善
導
大
師
の
機
法
二
種
の
信

心
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。

イ
ン
ド

の
仏
教
詩
人
は
、
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
力
の
信
心

(自
力
の
菩
提
心
)
の
人
た
ち
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
、
そ
の
詩
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
二

種
深
信
と
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
信
心
の
構
造
は
、
経
典
の
上
で
は
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
23
)

そ
れ
は
、
既
に
拙
論
に
お
い
て
、
度
々
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
『無
量

寿
経
』
に
見
い
出
さ
れ
る

「諸
仏
の
称
名
」
と

「衆
生
の
聞
名
」
の
対
応
で
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

十
七
願

・
十
八
願
成
就
の
文
の
個
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
梵
文
の
相
応
個
所
で

見
て
み
よ
う
。

讃
仏
乗
の
人
々



註

(
23

)

　

「梵
文
『無
量
寿
経』
におけ
る諸
仏
と衆
生
の呼
応
-
特
に称
名
と聞
名
に関

し
て
」
田
、
m
、
佃

(
「同
朋
仏
教
」
第
五
。
六

・
七
、
八
号
所
載
)、
「『無
量
寿
経
』
に

お
け
る
称
名
思
想
」
(
「日
本
仏
教
学
会
年
報
」
第
四
四
号
所
載
)
な
ど
。

(
24

)

　

A
t
s
u
u
ji

　

A
s
h
ik
a
g
a
i

　

S
u
k
h
a
v
a
t
i
v
y
u
h
a
　

p
　
4
1
　

t

2
5
　
p
　
4
2
0

　

t

　

8
0

(
25

)

　

大
河
内
了
悟

「行
信
二
巻
に
於
け
る
二
つ
の
愚
考
―

一
人
二
位
の
念
仏
と
信
巻
の
本

末
無
分
―
」
(
「親
鸞
教
学
」
第
十
八
号
)

一
三
二
頁
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

お
よ
そ
い
か
な
る
衆
生
た
ち
で
あ

っ
て
も
、
か
の
世
尊
ア
ミ
タ
ー
バ
如
来
の
名

号
を
聞
き

(
s
a
ttv
a
s

　

t
a
s
y
a

　

b
h
a
g
a
v
a
to
om
ita
b
h
a
s
y
a

　

t
a
t
h
a
g
a
t
a
s
y
a

n
a
m
a
d
h
e
y
a
lll

　

gm
v
a
n
tiy

聞
き
お
わ
っ
て
、
た
と
い
一
念

〔と
い
う
わ
ず

か
な
時
間
、

一
た
び
の
心
〕
の
生
起
で
も
、
浄
信

O
ra
sa
d
a
D
に
と
も
な
わ
れ

た
深
い
志
向
を
も
っ
て
、
〔
極
楽
国
土
に
生
れ
た
い
と

い
う
〕
心
を
生
起
す
る
な

ら
ば
、
か
れ
ら
は
す
べ
て
、
こ
の
上
な
い
正
し
い
さ
と
り
よ
り
退
転
し
な
い
状
態

に
安
住
す
る
か
ら
で
あ
る
。)

一
八

既
に
い
く
っ
か
の
拙
論
で
発
表
し
て
き

た

よ
う
に
、
諸
仏
の
称
名
と
い
う
こ
と

は
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
は

「衆
生
の
聞
名
」
と
呼
応
し
て

お
り
、
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
た
ち
や
日
本
の
妙
好
人
た
ち
に
お
い
て
は
、
法

へ
の
限

り
な
き
讃
歎
と
自
身

へ
の
限
り
な
き
悲
歎
と
な
っ
て
、
表
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
信
心
を
獲
得
で
き
た
こ
と
は
、
得
難
い
人
身
を
得
、
聞
き
難
い
法
を

聞
き
得
た
こ
と
に
よ
る
と
、
「人
身
の
得
難
い
こ
と
、
法
の
聞
き
難
い
」
こ
と
を
、

イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
も
、
日
本
の
妙
好
人
も
感
動
を
も

っ
て
歌

っ
て
い
る
が
、
こ
の

「人
身
受
け
難
し
、
仏
法
聞
き
難
し
」
の
文
は
、
既
に
経
典
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
次
に
こ
れ
を
主
な
経
典
の
上
に
見
て

み

た
い
。
た
だ
し
、
「如
来

(
ブ
ッ
ダ
)

の
出
世
の
得
難
い
」
こ
と
も
。
「
人
身
得
難
し
」
の
文
と
伺
じ
よ
う
な
曹
楡
を
毛
っ

五

　

諸
経
典
に
お
け
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

こ
こ
に
は
、
諸
仏
の
称
讃
す
る
ア
ミ
タ
ー
。(
(
無
量
光
)
如
来
の
名
号

(
11‥
諸
仏

の
称
名
)
を
衆
生
た
ち
が
聞
い
て

(
U
衆
生
の
聞
名
)
、
不
退
転
に
住
す
る

の
で
あ

る
と
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
諸
仏
と
は
、
ア
ミ
タ
ー
バ
如
来
の
名
号
に
表
現
せ
ら
れ
た
本
願
の
い
わ
れ
を

聞
い
て
。
本
願
す
な
わ
ち
仏
心
に
め
ざ
め
、
信
心
獲
得
し
た

(
聞
其
名
号
、
信
心
歓

喜
)、
諸
仏
に
等
し
い
位

(
等
覚
)
の
人
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
位
の
人
こ
そ
法
を

ど
こ
ま
で
も
称
讃
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
信
心
の
獲
得
は
、

一
面
に
お
い

て
、
凡
夫
の
自
覚
を
深
く
う
な
が
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
の
位
、
す
な
わ
ち
凡

夫
の
位
を
賜
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
位
に
お
い
て
ア
ミ
タ
ー
バ
如
来
の
名
号
を
聞

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
ど
こ
ま
で
も
自
身
を
聞
い
て
い
く
こ
と
と
な

り
、
自
身
の
罪
悪
深
重
な
る
こ
と
を
信
知
せ
し
め
ら
れ
、
自
身
に
悲
歎
の
言
葉
を
向
(
25
)

け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
そ
れ
は

「
一
人
二
位
」

と
い
わ
れ
る
信
心
の
構
塗
な
旬
で
あ
ゐ
。



と
あ
る
。
パ
ー
リ
語
は
、
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
イ
ン
ド
よ
り
南
方
の
国
々
に
伝

え
ら
れ
た
仏
教
聖
典
用
語
で
あ
る
が
、
北
西
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
で
写
さ
れ
た

法
句
経
が
、
十
九
世
紀
末
に
中
央
ア
ジ
ア
の
コ
ー
タ
ン

(
于
閥

・
和
田
)
で
発
見
さ

れ
、
多
く
の
学
者
の
研
究
を
経
て
、
ジ

ョ
ソ
ー
ブ
ラ
フ
博
士
の
厳
密
な
研
究
に
よ
っ

て
、
『
ガ
ー

ン
ダ

ー
リ
ー

・
ダ

ル
マ
パ
ダ

(
(l
a
n
d
h
a
r
i

　

d
h
a
r
m
a
p
a
d
a
)
』
と
し
て
、

蘇
っ
た
。
そ
の
二
六
三
偶
は
、
パ
ー
リ
語
の

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
・
一
八
二
に
対
応
す

る
。
次
に
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
系
の

「人
身
得
難
し
」
の
文

x
I
V

　

B
u
d
d
h
a
v
a
g
g
o
　

(
一
八
二

　

人
身
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

死
す
べ
き
者
た
ち
に
寿
命
が
あ
る
こ
と
は
難
し
い
。

正
法
を
聞
く
こ
と
は
難
し
い
。

諸
仏
の
出
現
は
難
し
い
。
)

て
あ
ら
わ
し
て
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、

「如
来

(
ブ

″
ダ
)
の
出
世
は
得
難
い
」
と

い
う
文
だ
け
で
出
て
い
る
も
の
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
こ
の

「人
身
得
難
し
」
の
文
は
、
『ダ
ン
マ
パ
ダ

C
d
h
a
m
m
a
p
a
d
a
o

法
句
経
』」
系
と
そ
の
他
の
諸
経
典
に
大
別
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『ダ
ソ
て
『

ダ
』
系
の

「人
身
得
難
し
」
の

「難
し
」
lj　

k
ic
c
h
a
と
い
う
語
で
あ
ら
わ
し
て
あ

る
の
に
対
し
。
そ
の
他
の
諸
経
典
で
は
、
原
語
が
確
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、

サ

ソ
ス
ク
リ

″
卜
で

M　

d
u
r
l
a
b
h
a

　

(得
難
い
)、

a
tid
u
rla
b
h
a
(
極
め
て
得
難

い
)
、

パ

ー
リ

で

t
i
　

d
u
l
l
a
b
h
a

　

(
得
難
い
)
、
a
d
h
ic
c
a
(
偶
然
の
、
め
っ
た
に
な

い
)
な
ど
の
語
で
あ
ら
わ
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
も

っ
と
も
、
『ダ
ン
マ
パ
ダ
ツ

タ

カ

2s　
　

O
h
a
m
m
a
p
a
d
a
tth
ak
ath
r

法
句
経
註
』』
・
二
三
五
に
よ
れ
ば
、

k
ic
c
h
a
と
あ
る
と
こ
ろ
を

d
u
lla
b
h
a
と
言
い
換
え
て
あ
ら
わ
し
て
あ
る
か
ら
、

意
味
の
上
で
は
大
き
な
相
違
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
)
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a
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a
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a
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s

k
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d
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h
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u
p
p
a
d
o
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讃
仏
乗
の
人
々

一

九

2
6
3
0

 

k
i
c
h
e

 

m
anuga p
r
a
d
i
l
a
b
h
u

k
i
c
h
a

 

m
acana

 

j
i
v
i
d
a

k
i
c
h
e

 

s
a
d
h
a
m
a
 
gram
ana

(I
)

K
l
c
n
e

 

D
u
c
l
n
a
g
a

 

u
p
a
y
a
 

X
V
」

 

P
r
a
k
i
r
n
a
k
a
 

先
づ
、
パ
ー
リ
の

『ダ
ソ
て
『
ダ
』
・
一
八
二
を
見
て
み
る
と
、



生
寿
亦
難
得

世
間
有
仏
難

仏
法
難
得
聞

パ
ー
リ
語
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
の

『法
句
経
』
に

一
致
す
る
が
、
後
の
二
行
が
入
れ

変

っ
て
い
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

と
あ
り
、
イ
ン
ド
の
南
と
北
に
別
々
の
俗
語
で
伝
お
っ
た
に
し
て
は
、
不
思
議
な
ほ

ど
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
法
句
経
が
、
最
近

(
一
九
七
九
年
)
、
イ
ン
ド

で
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
チ
ペ
″
卜
で
発
見
さ
れ
た
写
本
で
、
シ
ュ
ク
ラ
が
『仏
教

混
合
梵
語

・
法
句
経
『、r
h
e

　

B
u
d
d
h
is
t

　

H
y
b
r
id

　

S
a
n
s
k
r
i
t

　

D
h
a
r
m
a
p
a
d
O
』

と
名
づ
け
て
世
に
紹
介
し
た
。
そ
の
三
三
四
偶
が
、
パ
ー
リ
語
の

『ダ
ソ
て
『
ダ
』

に
対
応
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一

一

O

二

　

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
系
以
外
の
諸
経
典
に
お
け
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

と
あ

っ
て
、
パ
ー
リ
語
の

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』

・
一
八
二
と
は
、
行
の
順
序
も
違

っ
て

い
る
し
、

k
ic
c
h
o

　

m
a
n
u
s
sa
p
a
tila
b
h
o
に
対
応
す
る
個
所
が
、

k
iC
C
h
O

　

g
U
　

d
d
h
a
p
a
tila
b
h
o
(
清
浄
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
)
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ナ
訳
で
は
、
『法
句
経
』
・
「述
仏
品
」
な
ら
び
に

『法
句
啓
愉
経
』
・
「述
仏
品
」

に
。
同
文
で
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

得
生
人
道
難

3
3
4
0

 

k
i
c
c
h
o

 

b
u
d
d
h
a
n
a

 

u
p
p
a
d
o

一

k
i
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h
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d
h
a
m
m
a
s
s
a

 

d
e
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a
n
a

 

l

k
i
C
C
h
o

g
u
d
d
h
a
p
a
t
i
l
a
b
h
()
一

k
i
c
c
h
a
lll

 

m
accana

 

j
i
v
i
t
a
11
1
=

X
V
I
I
l
s

 

D
a
d
a
n
t
i 

「難
し
」
を

k
ic
c
h
a
と
い
う
語
で
あ
ら
わ
し
て
い
る

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
系
以
外

の
諸
経
典
に
お
け
る

「人
身
得
難
し
」
の
文
が
、
こ
こ
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
讐
喩

の
あ
る
も
の
。
な
い
も
の
な
ど
、
大
体
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

最
も
古
い
初
期
経
典
と
認
め
ら
れ
て
い
る

『
ス
ご

ダ
』
、
『
テ
ー
ラ

ー
ガ
ー
タ
ー
』
で
は
、
d
u
lla
b
h
a
の
語
に
よ
っ
て
、
「ブ
ッ
ダ
の
出

世
の
得
難
い
」
こ
と
を
述
べ
て
い
て
も
、
「人
身
の
得
難
い
」
こ
と

に

は
言
及
し
て

い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
古
い
初
期
経
典
の
傾
向

か
ら
、
「得
難
い
」
と
い
う
文
は
、
「ブ
ッ
ダ
の
出
世
」
に
つ
い
て
述
べ
る
の
が
最
も

古
く
、

「人
身
得
難
し
」
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い

(
30
)

う
見
解
も
既
に
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
、
取
り
上
げ
る
経
典
の
配
列
順
序
に

つ
い
て
は
特
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。



こ
れ
は
西
晋

・
法
矩
訳
の
経
典
と
し
て
、
高
麗
版
を
底
本
と
す
る

『大
正
蔵
』
に

も
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
『出
三
蔵
記
集
』
で
は
、
「新
集
続
撰
失
訳
雑
経
録
第

ご

に
栽

っ
て
い
る

「恒
河
回
経

一
巻
匹
」
に
比
定
せ
ら
れ
て
い
て
、
既
に
梁
の
僧
祐
の

時
代
に
お
い
て
、

訳
者
が
不
明
の
経
典
で
あ
る
。

『歴
代
三
宝
紀
』
や

『開
元
釈
教

録
』
で
は
法
矩
と
し
て
い
る
が
、
疑
わ
し
い
。
ま
た
パ
ー
り
の

『増
支
部
』
の
中
に

対
応
す
る
経
典
が
あ
る
が
、
「人
身
甚
難
得
」
に
当
る
個
所
は
な
い
。

と
あ
り
、
梵
文
で
は

「得
難
き
人
身
を
得
て
」
と
あ

っ
て
、
た
だ
ち
に

「人
身
極
難

得
」
や

「人
身
難
得
」
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ

っ
て
、
例
え
ば
、

何
人
身
甚
難
得

　

得
已
行
放
逸

為
放
逸
所
迷

　

命
終
堕
地
獄

(
36
)

-
崔曇般若流支訳
『正法念
処経』・巻第
三十
二―

∽

　

響
愉
な
し
の

「人
身
得
難
し
」
の
文

clu
r
la
b
n
a
m

　

p
r
a
p
y
a

　

m
a
n
u
5
y
a
111

p
ra
v
rajy
a
m

　

c
a

　

s
u
k
h
o
d
a
y
a
m

I

g
a
k
h
y
a
s
ilp
h
a
m

　

c
a

　

a
sta
r
a
m

(§
)

p
u
n
a
s
ty
a
k
i
y
a
m
i

　

d
u
r
m
a
tib
=
(―
)

(
六
八

　

得
難
い
人
身
を
得
て

〔
い
な
が
ら
〕、

幸
福
な
結
果
を
生
ず
る
出
家
と
な
る
こ
と
を

〔
得
て
い
な
が
ら
〕
、

釈
迦
族
の
獅
子

(
―
釈
尊
)
を
大
師
と
し
て

〔得
て
い
な
が
ら
〕
、

愚
者
と
し
て
再
び

〔私
は
身
を
〕
棄
て
る

(
=
死
ぬ
)
で
あ
ろ
う
。
)

㈲
人
身
甚
難
得
、
已
得
人
身
。
仏
経
戒
復
難
得
値
聞
、
已
得
聞
仏
経
戒
。
信
入
仏

道
復
難
、
已
入
仏
道
。
守
持
経
戒
復
難
。

(
31
)

-
法
矩訳
『仏
説恒水経』

人
中
難
得
生

　

得
者
針
投
芥

凛
仏
瀧
の
人
々

一

一

一

㈲
人
身
極
難
得

　

出
家
亦
復
然

遇
釈
師
子
王

　

自
今
不
重
視

-
求那眼陀羅訳
『雑
阿含
経』・巻第
二十
三
(六0　附
)i

人
身
極
難
得

　

得
已
生
放
逸

放
逸
極
黒
暗

　

当
招
地
獄
苦

(
37
)

1
日称
等訳
『諸法集
要経』・巻第
ニー

こ
の
偶
文
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
伝
説
に
出
て
く
る

も

の
で
、
『阿
育
王
伝
』
で
も

(
34
)

「人
身
難
得
、
仏
法
難
値
」
と
あ
る
が
、
梵
文

『デ
ィ
ヴ
″
ヤ
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
』
の

対
応
個
所
に
は
、
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こ
こ
に
も
八
難
を
遠
離
す
る
こ
と
が

「難
し
い
」
と

あ

る
。
ま
た
、
「人
身
難
得

信
亦
爾
」
、
「無
上
世
尊
難
得
見
」
、
「見
已
聞
法
亦
復
難
」
以
外
の
文
が
増
広
さ
れ
て

い
る
。

印
是
故
経
中
説
。
人
身
難
得
。
仏
法
難
聞
。
衆
僧
難
値
。

信
心
難
生
。

六
根
難

具
。
善
友
難
得
。

怖
心
難
発
。
而
今
相
与
宿
植
善
根
。
得
此
人
身
、

六
根
完

具
。
又
値
善
友
、
得
聞
正
法
。

と
、
こ
れ
ま
た
増
広
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
三
十
巻

『仏
名
経
』
・
巻
第
二
十
四
で
は
、

是
人
難
得
0　
能
於
仮
晦

生
信
楽
心
、
是
人
難
得
’
信
楽
成
鰻

是
4　復
鰹

荘
厳
仏
法
、
是
事
亦
難
。
解
脱
生
死
、
倍
復
為
難
。

|
菩提流志
訳
『大宝積経』・巻第
九十
六
・「勤授
長者糾
-

住
善
思
惟
如
法
住

　

如
是
二
事
亦
復
難

一
切
煩
悩
難
遠
離

　

獲
得
菩
提
亦
復
難

※
甚
=
世

　

宋
、
元
、
明
。
宮
の
各
本
。

(
49
)

1
曇
無識
訳
『大方
等大集経』・巻第
二十
・「宝蛙分」-

(
50
)

　　

(
51
)

　　

(
52
)

　　　

(
53
)

　　　　

(
54
)

『大
宝
積
経
』
・
巻
第
九
、
四
十
二
、
九
十
六
、

一
百
三
、

一
百

一
十
七
等
に
も

「人
身
難
得
」
を
含
む
文
が
見
え
る
。

そ
の
中
、
巻
第

一
百

一
十
七

・
「宝
信
菩
薩

会
」
で
は
、

印如来
の出
世、浄
信、人身、善
を反覆
す
るに適
せる状態-
、
こ
のよ

う
な
極
め
て
得
難
い
こ
と
を

〔
ま
た
〕
沁
彫

〔私
は
〕
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
)

こ
こ
で
は
、
「極
め
て
得
難
い
」
は

a
tid
u
rla
b
h
a
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

二
三

㈲
仏
出
世
難
。
人
身
難
得
。
時
亦
難
遇
。
於
仏
法
中
、
以
信
出
家
、
是
事
亦
難
。

成
比
丘
性
、
亦
復
甚
難
。
如
法
修
行
、
是
亦
為
難
。
知
恩
報
恩
、
少
恩
不
忘
、

讃
仏
乗
の
人
々
ド

『

　

。

ク

と
あ
り
、
ま
た
巻
第
九
十
六

・

「勤
授
長
者
会
」
で
は
、

と
、
「人
身
難
得
」
な
ど
の

「難
」
は
、
既
に
経
に
説
か

れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

と
述
べ
、
し
か
る
に
宿
世
に
1　　
根
を
植
え
た
が

故

に
、

人
身
を
得
、

六
根
を
完
具

し
、
善
友
に
値
い
、
正
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
曹
喩
な
し
の
文
の
系
列
に
入
る
の
が
、
既
に
紹
介
し
た
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ

デ
ー
ヴ
ア
の

『
入
菩
提
行
』

・
第
四
章
の
十
五
偶
で
あ
る
。

㈲
諸
導
師
衆
難
得
遇

　

経
典
之
要
甚
難
値

人
身
難
得
及
閑
暇

　

篤
信
禁
戒
誠
亦
難

-
竺法護
訳
『大宝積
経』・巻第
一百
一十
七
・「宝啓菩薩会」-
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中
に
首
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。」

「尊
者
よ
、
も
し
何
時
に
か

〔
で
き
る
と
し
て
も
〕、
長
時

を
過
ぎ
て

〔
で
あ

り
ま
し
ょ
う
〕
。」

「比
丘
た
ち
よ
、
か
の
盲
亀
が
そ
の
一
つ
の
穴
の
あ
る
範
の
中
に
首
を
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
寧
ろ
速
い
方
で
あ
る
。
比
丘
だ
ち
よ
、

一
度

〔
三
悪

道
0
〕
険
難
処
に
趣

っ
た
愚
者
が
、
〔
再
び
〕
人
身

を
得
る
こ
と
は
そ
れ
よ
り

も

っ
と
難
し
い
こ
と
で
あ
る
と
私
は
説
く
。」
)

こ
れ
は
、
パ
ー
リ
で
は
、
『中
部
経
典
』
・
ニ

ー九

・
「賢
愚
経
」、
シ
ナ
訳
で
は
、

『中
阿
含
経
』
・
一
九
九

・
「大
品
縦
慧
地
経
」
の
一
節
で
あ
る
が
、
盲
亀
浮
木
の
讐

喩
に
よ
っ
て
、
「
一
度

〔
三
悪
道
な
ど
の
〕
険
難
処
に
趣

っ
た
愚
者
が

〔
再
び
〕
人

身
を
得
る
こ
と
は
そ
れ
よ
り
も

っ
と
難
し
い
こ
と
」
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ジ
の
『相
応
部
』
と
シ
ナ
訳
の

『雑
阿
含
経
』
に
、

よ
く
似
た
文
が
あ
り
。
パ
ー
り
で
は
、
二
経
に
分
れ
て
い
る
。

比
丘
、
猶
如
此
地
満
其
中
水
、
有

一
瞎
亀
、
寿
命
無
量
百
千
之
歳
。
彼
水
上
有

小
軽
木
板
、
唯
有

一
孔
、
為
風
所
吹
。
比
丘
、
於
意
云
何
。
彼
瞎
亀
頭
寧
得
入

此
小
軽
木
板

一
孔
中
耶
。
比
丘
答
曰
、
世
尊
、
或
可
得
入
。
但
久
久
甚
難
。
世

尊
告
曰
、
比
丘
、
或
時
瞎
亀
過
百
年
已
、
従
東
方
来
而

一
挙
頭
。
彼
小
木
板
唯

有

一
孔
、
為
東
風
、
吹
移
至
南
方
。
或
時
瞎
亀
過
百
年
已
、
従
南
方
来
而

一
挙

頭
。
彼

一
孔
板
、
為
南
風
、
吹
移
至
西
方
。
或
時
瞎
亀
過
百
年
已
、
従
西
方
来

而

一
挙
頭
。
彼

一
孔
板
、
為
西
風
、
吹
移
至
北
方
。
或
時
瞎
亀
、
従
北
方
来
而

一
挙
頭
。
彼

一
孔
板
、
為
北
風
、
吹
随
至
諸
方
。
比
丘
、
於
意
云
何
。
彼
防
亀

頭
寧
得
入
此

一
孔
板
耶
。
比
丘
答
曰
、
世
尊
、
或
可
得
入
。
但
久
久
甚
難
。
比

丘
、
如
是
、
彼
愚
擬
人
、
従
畜
生
出
、
還
生
為
人
、
亦
復
甚
難
。

-
僧
伽提婆
訳
『中
阿含経』・巻第
五十
三
・一九九
・「大品擬慧

(
59
)
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讃
仏
乗
の
人
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こ
こ
で
は
、
「暫
復
人
身
、
甚
難
於
彼
」
と

「難
」
で
訳
し
て

い
る
。
そ
し
て
、

「人
身
得
難
し
」
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
㈲
の
最
初
の
文
と
同
じ
く
、
再
び
人
身
を

得
る
こ
と
の
難
し
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
思
想
的
背
景
に
、
「漂
流
五
趣
」

と
あ
る
よ
う
に
、
輪
廻
生
死
の
思
想
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
の
は
、
勿
論
の
こ
と

で
あ
る
。

盲
亀
浮
木
の
曹
喩
は

『
ミ
リ
ン
ダ
バ
ン
パ
ー
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

後
者
の
経
、
『相
応
部
』
四
八

・
八
の
方
で
は
、
盲
亀
が

一
百
年

に

一
度
、
浮
木

の
蛎
の
穴
の
中
に
首
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
a
d
h
ic
c
a
と
い
う
語
で
あ

ら
わ
し
、
人
身
を
得
る
こ
と
、
如
来
が
世
に
出
る
こ
と
、
教
え
を
聞
く
こ
と
の
難
し

い
こ
と
の
回
喩
と
し
て
い
る
。
こ
の

a
d
h
ic
c
a

　

ii
、
普
通
、
「無
因
の
、
無
因
無
縁

三

　

比
丘
た
ち
よ
、
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
’
か
の
盲
亀
は
一
百
年
を
過
ぎ
ふ

ご
と
に
一
度
づ
つ
、
〔
水
底
よ
り
〕
浮
び
上
っ
て
き
て
、
そ
の
一
つ
の
穴
の
あ

る
咽
の
中
に
首
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

尊
者
よ
、
か
の
盲
亀
が

一
百
年
を
過
ぎ
る
ご
と
に
一
度
づ
つ
、
〔
水
底
よ
り
〕

浮
び
上

っ
て
き
て
、
そ
の
一
つ
の
穴
の
あ
る
範
の
中
に
首
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。

四

　

比
丘
た
ち
よ
、
〔
こ
れ
と
〕
同
じ
く
、
人
身
を
得
る
’の
は
、
め
っ
た
に
な

い
こ
と
で
あ
る
。
比
丘
だ
ち
よ
、
〔
こ
れ
と
〕
同

じ
く
、
如
来

・
応
供

・
正
等

覚
者
が
世
に
出
る
の
は
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と

で
あ
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
〔
こ

れ
と
〕
同
じ
く
、
如
来
の
教
え
ら
れ
た
法
と
律
が
世
に
輝
や
く
の
は
、
め
っ
た

に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
)

爾
時
世
尊
、
告
諸
比
丘
、
1　

如
大
地
、
悉
成
大
海
、
有
一盲
亀
。
寿
無
量
麹

百
年

一
出
其
頭
。
海
中
有
浮
木
止
、
有

一
孔
、
漂
流
海
浪
、
随
風
東
西
。
盲
亀

百
年
、

一
出
其
頭
、
当
得
遇
此
孔
不
。
阿
難
白
仏
、
不
能
世
尊
、
所
以
者
何
、

此
盲
亀
、
若
至
海
東
、
浮
木
随
風
、
或
至
海
西
。
南
北
四
維
囲
逞
亦
爾
。
不
必

相
得
。
仏
告
阿
難
、
盲
亀
浮
木
、
雖
復
差
違
、
或
復
相
得
。
愚
擬
凡
夫
、
漂
流

五
趣
、
暫
復
人
身
、
甚
難
於
彼
。

(
62
)

-
求那皺陀羅
訳
『雑
阿含経』・巻第
十
五
・(四〇
六)―

の
、
偶
然
の
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
が
.

こ
こ
で
は
、

「め
っ
た
に
な
い
」
4
J
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讃
仏
乗
の
人
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(s
)

∃
p
7
9
り
ど
p
}∃
Q
Qp
i

帥
p
∃
p
叫
μ
ヨ
叫
e

a
ゴ
9
『
Q
S
・

(
大
王
よ
、
さ
て
、
こ
れ
ら
の
出
会
い
は
、
人
身
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、
世

尊
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
、
か
の
盲
亀

〔
浮
木
〕
の
曹
愉
の
如
く
で
あ
る
と
、

二
七

い
う
言
葉
で
訳
し
て
み
た
。

右
の
パ
ー
リ

『相
応
部
』
に
対
応
し
て
い
る
シ
ナ
訳

『雑
阿
含
経
』
で
は
、
次
の

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。



㈲
諸
仏
出
興
難

　

説
法
亦
復
然

人
身
不
可
獲

　

亦
如
優
曇
花

(
64
)

―
僧
伽提婆
訳
『増壱阿含経』・巻第
二十四
(六)-

こ
の
私
は
正
法

〔
を
聞
く
〕
大
き
な
喜
び
を
持
つ

〔
こ
と
の
で
き
る
〕
人
身
を

得
て
、
あ
た
か
も
大
海
で

〔浮
木
の
〕
軌
の
穴
に
亀
が
首

を

入
れ
る
こ
と
が

〔
で
き
た
〕
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
盲
亀
浮
木
の
賢
愉
の
あ
る

「人
身
得
難
し
」
の
文
の
系
列
に
入
る
の
が
、

既
に
紹
介
し
た
、

マ
ー
ト
リ
チ
ェ
ー
タ

『
一
百
五
十
讃
』
で
は
、
第
五
掲
の
、

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

大
王
よ
。
理
解
し
て
下
さ
い
。
)

二

八

愉
を
も

っ
て
、
人
身
の
得
難
い
こ
と
を
あ
ら

わ

す

文

は
、
次
の
よ
う
に
見
え
て
い

る
。

『増
壱
阿
含
経
』
に
、

で
あ
り
、
シ
ャ
ー
ソ
テ
ゴ
ア
ー
ヴ
″
の

『入
菩
提
行
』
で
は
、
第
四
章
の
第
二
十
掲

　　

と
あ
り
、
『悲
華
経
』
で
は
、

の
、㈲

　

優
曇
花
の
曹
喩
の
あ
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

三
千
年
に
一
度
、
花
を
捌
く
と
い
う
今
ド
。
ソ
ゼ
フ
O
dum
bara
j
花
の
1　

で
あ
る
。
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(善
男
子
よ
、
そ
の
と
き
、
サ
ム
ド
ラ
レ
ー
ヌ
梵
志
は
ア
ラ
ネ
ー
ミ
ソ
王
に
、

次
の
よ
う
に
言

っ
た
。

「大
王
よ
、
人
身
拡
得
灘
い
。
こ人
間
に
生
恥
、
浹
を
開
く
な
ど
忿

農
会

この故
に世尊
は言
われ
た、-
人身
は極
めて得難
い。
〔それ
は〕あ

た
か
も
大
海
で

〔
浮
木
の
〕
軌
の
穴
に
亀
が
首
を
入
れ
る
こ
と
が

〔
で
き
た
〕

よ
う
で
あ
る

〔
と
〕
。
)



仏
出
世
難
、
人
身
難
得
、
値
仏
生
信
。
是
事
亦
難
。
能
忍
難
忍
、
是
亦
復
難
。

成
就
禁
戒
、
具
足
無
欠
、
得
阿
羅
漢
果
、是
事
亦
難
。
如
求
金
沙

・
優
曇
鉢
花
。

汝
諸
比
丘
、
離
於
八
難
、
得
人
身
難
。

(
69
)

-
曇
無誠
訳
『大般涅槃経』・巻第
二
・「寿命
品」―

善
男
子
、
爾
時
、
宝
海
梵
志
白
転
輪
王
言
、
大
王
、
当
知
。
人
身
難
得
。
王
、

今
已
得
成
就
無
難
。
諸
仏
世
尊
出
世
甚
難
、
過
優
曇
華
。
調
善
欲
心
、
及
作
善

願
、
乃
復
甚
難
。

(
66
)

-
曇
無誠
訳
『悲華経』・巻第
二
・「大施
品」―

茫

猶
恒
沙
求
金
粟
・
亦
如
優
曇
そ

※
恒
沙
中

　

宋
、
元
、
明
、
宮
の
各
本
。

(
68
)

1
法顕訳
『大般泥疸経』・巻第
二
・「哀致
品
」―

に
趾
ま
把
る
こ
と
ぽ
9
　1
　
」

ウ
ド
y
ン
λ
ラ
0　花
O
無
き
如
来

・
広
良

・
正

等
覚
者
た
ち
の
世
に
出
現
す
る
こ
と
は
得
難
い
。
善
法
に
対
す
る
意
志
は
得
難

い
。正
し
い
1　
願
は
得
難
い
。)

一
現
耳
。
楽
求
善
根
難
、
正
願
亦
難
。

―
失訳
『大乗悲分陀利経』・巻
第
二
・「動発品」―

と
あ
る
。
こ
の

『悲
華
経
』
梵
文
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ウ
ド
ゥ
ソ
。(
ラ

花
の
瞥
喩
は
。
如
来
が
世
に
出
現
す
る
こ
と
の
得
難
さ
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で

　　

と
見
え
て
い
る
。

あ

っ
て
、
そ
れ
が
㈲
の

『増
壱
阿
含
経
』
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
身
の
得
難

き
こ
と
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
二
例
を
あ
げ
て

　　　

㈲
盲
亀
浮
木
と
優
曇
花
の
二
つ
の
回
愉
の
あ
る

「人
身
得
難
し
」
の
文

お
こ
う
。
大
乗
の

「涅
槃
経
」
に
は
。

先
づ
、
『阿
難
同
学
経
』
に
は
、

㈲
仏
興
難
値
、
人
身
難
得
、
得
信
亦
難
。
離
八
難
処
及
持
戒
具
足
、
此
復
益
難
。

讃
仏
乗
の
人
々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
九

善
男
子
、
爾
時
、
国
大
師
、
海
済
婆
羅
門
語
離
卸
王
、
作
如
是
言
、
大
王
、
人

　　

と
あ
り
、
『聖
善
住
意
天
子
所
問
経
』
に
は
、

身
難
得
、
閑
静
時
難
、
如
来

・
応
供

・
正
遍
知
出
世
甚
難
。
瞥
如
優
曇
鉢
華
時

㈲
仏
出
世
難
、
人
身
難
得
、如
優
曇
華
。
出
時
甚
難
如
是
。
如
来

・
応

・
正
遍
知
、

亦
復
如
是
。
出
世
甚
難
、
人
身
難
得
。

(
70
)

―
毘
目智
仙
・般若
流支
共訳
『聖善住
意天子所
問経』・巻
上―



『歴
代
三
宝
紀
』
以
後
の
経
録
は
、
こ
の
経
を
安
世
高
訳
と
し
て
い
る
が
。
現
存

最
古
の
経
録
で
あ
る

『出
三
蔵
記
集
』
に
は
、
安
世
高
の
項
に

『阿
難
同
学
経
』
は

載
せ
て
い
な
い
。
安
世
高
訳
と
い
う
の
は
疑
わ
し
い
が
、

「彼
板

一
孔
」
が
恐
ら
く

盲
亀
浮
木
の
1　
愉
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
二
つ
の
曹
愉
を

も

っ
て

「人
身
得
難
し
」
の
文
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
乗
経
典
で
は
、

『大
般
涅
槃
経
』
に
、

三
〇

以
上
の
よ
う
な

「人
身
難
得
し
」
の
文
が
経
典
中
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

見
落
と
し
て
い
る
も
の
も
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「人
身
得
難
し
」
に
つ
い
て
の
、
仏
教
以
外
の
文
献
に
つ
い
て
は
既
に
言
及
さ
れ

(
73
)

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

註
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㈲
比
丘
。
人
身
難
得
、
猶
優
曇
鉢
花
。
比
丘
、
人
身
甚
難
得
、
猶
彼
板

一
孔
推
著

水
中
、
数
万
歳
乃
値
其
孔
。
比
丘
、
時
亦
難
遇
。

(
71
)

-
安世高
訳
『阿難
同学経』―

と
あ
る
。
「人
身
難
得
」
の
文
は
、
ウ
ド
ゥ
ソ
。ロ
フ
花
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
「清

浄
法
宝
難
得
見
聞
」
の
文
が
盲
亀
浮
木
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る

の
で
あ
る

が
、

一
つ
づ
き
の
文
の
中
に
二
つ
の
讐
喩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
入
れ

て
お
く
。

㈲
人
身
難
得
、
如
優
曇
花
、
我
今
已
得
。
如
来
難
値
、
過
優
曇
花
、
我
今
已
値
。

清
浄
法
宝
難
得
見
聞
、
我
今
已
聞
。
猶
如
盲
亀
値
浮
木
孔
。

1
曇
無識
訳
『大般涅槃
経』・巻
第
二十
三
・「光
明遍
照高貴徳
王

(
72
)

菩薩
品
」―
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N
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T
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H
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p
　
3
5
0

(
29

)

　

維
祇
難
等
訳

『法
句
経
』
(『大
正
蔵
』
四
巻
、

五
六
七
頁
、

上
段
)、
法
矩

・
法
立

共
訳

『法
句
曹
喩
経
』
巻
三

(『大
正
蔵
』
四
巻
、
五
九
四
頁
、
下
段
)。

(30
)

　

中
村

　

元

『原
始
仏
教
の
思
想
』
上

(『中
村

元
選
集
』
第
十
三
巻
)
八
九
頁
。
同

「仏
教
に
お
け
る
人
間
観
の
特
徴
」

(
「
日
本
仏
教
学
会
年
報

」
第
三
十
三
号
、

二
十
四

頁
)
。

(
31

)

　

『大
正
蔵
』

一
巻
、
八

一
七
頁
、
上
段
。

(
32

)

　

『大
正
蔵
』
五
十
五
巻
、
三
〇
頁
、
下
段
。

(
33

)

　

『大
正
蔵
』
二
巻
、

一
六
四
頁
、
上
段
。

(34

)

　

『大
正
蔵
』
五
十
巻
、

一
〇

一
頁
、
中
段
。

(
35

)

　

P
o
　

L

　

V
a
id
y
a
i

　

D
iv
y
a
v
a
d
a
n
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T
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)arbh
an
g
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1
9
5
9
0

　

p
　

2
37
0
定
方
晟

『
ア
シ
ョ
ー
カ
王
伝
』
三
三
頁
。

(36
)

　

『大
正
蔵
』
十
七
巻
、

一
八
七
頁
、
下
段
。

(
37

)

　

『大
正
蔵
』
十
七
巻
、
四
六
八
頁
、
中
段
。

(
38

)

　

『ズ
正
蔵
』
寸
七
港
、
個
個

一
頁
、
上
収
。



(
62

)

　

『大
正
蔵
』
二
巻
、

一
〇
八
頁
、
下
段
。

(
63
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V
o
　

T
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T
h
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t
P
T
S
　)
S

p
　
2
0
4
0

(
64

)

　

『大
正
蔵
』
二
巻
、
六
七
八
頁
、
中
段
。

(65
)

　

l
s
s
h
i

　

Y
a
m
a
d
a
3

　

K
a
r
u
u
a
p
u
a
d
a
r
ik
a
o

　

v
o
1

　

1
」

　

p
o

　

7
1

(
66

)

　

「大
正
蔵
」
三
巻
、

一
七
八
頁
、
上
段
。

(67
)

　

『大
正
蔵
』
三
巻
、
二
四
五
頁
、
中
段
。

(
68
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
八
六

一
、
下
段
。

(
69

)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
七
六
、
中
段
。

(
70

)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、

一
一
六
、
上
段
。

(
一u

)

　

『大
正
蔵
』
二
巻
、
八
七
四
頁
、
下
段
。

厖
)

　

「大
正
蔵
」
十
二
巻
、
四
九
八
頁
、
下
段
。

(
73

)

　

中
村
元

「原
始
仏
教

の
思
想
」
上

(「中
村

　

元
選
集
」
第
十
三
巻
)
八
九
-
九
〇

頁
。

(
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n

　

」
i
　
K
o
u
a
n
g
2

　

D
h
a
r
m
a
　
S
a
m
u
c
c
a
y
a
o

　

C
o
m
p
e
n
d
iu
m

　

d
e

　

l
a

　

」
o
i
s

2
0
　

p
a
r
t
i
e
o

　

P
a
r
i
s
s

　

1
9
6
9
s

　

p
　
3
1

(40
)

　

『大
正
蔵
』
二
巻
、
七
六
七
頁
。
上
段
。

(
41

)

　

『大
正
蔵
』
十
六
巻
、

一
七
七
頁
、
下
段
。

(
む
I
)

　

『大
正
蔵
』
五
十
五
巻
、

一
〇
頁
、
下
段
。

(
43

)

　

中
村
元

「仏
教
に
お
け
る
人
間
観
の
特
徴
」
(
「日
本

仏

教

学
会
年
報
」
第
三
十
三

号
、
二
四
頁
)。

(
44

)

　

『大
正
蔵
』
十
三
巻
、

一
四

一
頁
、
下
段
。

(45

)

　

『大
正
蔵
』
十
三
巻
、
ニ

ー
四
頁
、
下
段
。

(
46

)

　

『大
正
蔵
』
十
三
巻
、
二
二
二
頁
、
中
段
。

(
47

)

　

『大
正
蔵
』
十
三
巻
、
二
三
五
頁
、
中
段
。

(48
)

　

「大
正
蔵
」
十
三
巻
、
二
五
〇
頁
、
上
段
。

(
49

)

　

「大
正
蔵
」
十
三
巻
、

一
四

一
頁
、
下
段
。

(
50

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
五
〇
頁
、
中
段
。

(
51

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
二
四
五
頁
。
中
I
下
段
。

(
52

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
五
四
〇
頁
、
中
段
。

(
53

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
。
五
七
八
頁
、
中
段
。

(
54

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
。
六
五
七
頁
、
下
段
。

(
55

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
五
四
〇
頁
、
中
段
。

(
56

)

　

『大
正
蔵
』
十
四
巻
、
二
八

一
頁
、
中
段
。

(
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(
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)

　

「大
正
蔵
」

一
巻
、
七
六

一
頁
、
中
I
下
段
。

(
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)

　

M
o
　

」
e
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F
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r
2
S
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)

　

5
fi

　

p
p
　
4
5
6
　
4
5
7
0

お

わ

り

に

讃
仏
乗
の
人
々

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
と
日
本
の
妙
好
人
は
、
自
力
の

信
心

(
自
力
の
菩
提
心
)
と
他
力
の
信
心

(
他
力
の
菩
提
心
)
の
違
い
は
あ

っ
て

も
、
法
を
ど
こ
ま
で
も
讃
歎
し
て
い
く
と
共
に
、
自
分
が
罪
悪
の
身
で
あ
る
こ
と
を

ど
こ
ま
で
も
悲
歎
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
お
け
る
信
心
で
は

一
つ
で
あ
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
信
心
は

「澄
浄
の
義
」
と
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
如
く
、
浄

め
ら
れ
た
心
で
あ
り
、
透
明
な
心
で
あ
る
か
ら
、
法
と
わ
が
身
が
同
時
に
見
え
て
く

る
の
で
あ
る
。

三

一



三

二
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ま
た
、
法
を
ど
こ
ま
で
も
讃
歌
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
『無
量
寿
経
』
で
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る

「諸
仏
の
称
名
」
の
意
で
あ
り
、
罪
悪
の
自
身
を
ど
こ
ま
で
も
悲
歎

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

「衆
生
の
聞
名
」
の
意
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
信
に
め
ざ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
得
難
き
人
身
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
と

「人
身
得
難
し
」
の
教
説
を
受
け
て
、
謝
念
を
あ
ら
わ
し
て

い
く
こ
と
も
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
と
日
本
の
妙
好
人
は
共
通
し
て
い
る
。

〔本
稿
は
昭
和
五
十
五
年
度

・
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。〕


